
  ３  限度額の積算内訳

限度額の積算内訳  （単位：千円）

川崎駅　（ＪＲ京浜東北線）

【調整の内容】

  要求どおり計上。

大和駅　（小田急江ノ島線） 52,500 - 52,500

令和２年度
～

令和３年度

本厚木駅（小田急小田原線） 55,000 - 55,000

海老名駅（小田急小田原線） 54,250 - 54,250

大口駅　（ＪＲ横浜線） 28,333 - 28,333

登戸駅　（小田急小田原線） 40,500 - 40,500

-

-

-

-

28,333

28,333

28,333

25,000武蔵小杉駅（ＪＲ南武線）

28,333

28,333

28,333

25,000

補助箇所

橋本駅　（ＪＲ横浜線）

長津田駅（ＪＲ横浜線）

新横浜駅（ＪＲ横浜線）

事業期間
合計 令和２年度 令和３年度

38,421 -

412,503

　１　事業の概要
　 (1) 目的　鉄道事業者が行うホームドアの設置事業に対して補助を実施し、ホームドアの設置による転落防止対策
　　       の促進を図る。
       効果　鉄道利用者の安全を確保するとともに、安定輸送の確保による利便性向上に資する。
　 (2) 内容　鉄道事業者が行うホームドア設置事業に係る経費に対して補助を行う。

　２　スケジュール
　　　令和２年度～３年度の２か年において、鉄道事業者がホームドアの設置を行うための補助を行う。

38,421

-

33,500 - 33,500

特　定　財　源

その他

一般財源

- 412,503

　ホームドア設置促進事業費補助

　事業概要等

金　　額

412,503

412,503

令和２年度
～

令和３年度

-

事
　
　
　
項

年度

局名 県土整備局 所属名

国　庫
支出金

限  度  額

前年度末までの
支 出(見込) 額

 

債　務　負　担　行　為　見　積　書
2

412,503

左　の　財　源　内　訳

- -

交通企画課（直通　045-210-6182）　 （単位　千円）

県　債

査
　
定
　
額

412,503

見
　
積
　
額

期　間 金　　額 期　間

菊名駅　（ＪＲ横浜線）

　

令和２年度
～

令和３年度

当該年度以降の
支 出 予 定 額

-            -

            -
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